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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成26年12月11日(2014.12.11)

【公表番号】特表2014-502403(P2014-502403A)
【公表日】平成26年1月30日(2014.1.30)
【年通号数】公開・登録公報2014-005
【出願番号】特願2013-537259(P2013-537259)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ４３４　
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ４１４　
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ４１１　
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ４３１　
   Ｇ０２Ｆ   1/13357 　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５１０　
   Ｇ０２Ｂ   6/00    ３３１　
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月22日(2014.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポンピング光に応答して放出される光の波長及び偏光のうち少なくとも一方において互
いに異なる光学活性ナノロッドの少なくとも二つの異なる組を備えた光学活性構造体であ
って、同じ組のナノロッドが、少なくとも一つの他の組のナノロッドの整列軸に実質的に
平行な又は実質的に垂直な特定の整列軸で一様に整列していて、前記少なくとも二つの組
のナノロッドが一つ又は二つの整列軸を有する、光学活性構造体。
【請求項２】
　放出光の偏光を保持するように構成された少なくとも一つの光抽出特徴部を更に備えた
請求項１に記載の構造体。
【請求項３】
　前記ナノロッドがキャリアに埋め込まれているか又は堆積されている、請求項１又は２
に記載の構造体。
【請求項４】
　前記少なくとも一つの光抽出特徴部が、前記キャリアと一体であるか、前記キャリアに
取り付けられているか、又は前記キャリアから間隔を空けて配置されている、請求項３に
記載の構造体。
【請求項５】
　前記キャリアが、前記ポンピング光及び放出光に対して光学的に透明である、請求項３
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又は４に記載の構造体。
【請求項６】
　前記少なくとも一つの光抽出特徴部が、通過する光の偏光を保持するように構成された
反射、拡散及び屈折構造又は界面のうち少なくとも一つを備える、請求項２から５のいず
れか一項に記載の構造体。
【請求項７】
　前記少なくとも一つの光抽出特徴部が、前記キャリアの一方の側に接続された光指向器
を備え、放出光を所望の方向に向けるように構成されている、請求項６に記載の構造体。
【請求項８】
　実質的に同じ波長の光を放出し、二つの垂直な整列軸に沿って配向されていて、直交偏
光の光を生じさせるナノロッドを備えた請求項１から７のいずれか一項に記載の構造体。
【請求項９】
　少なくとも二つの異なる波長の光を放出する前記少なくとも二つの組の一様に整列した
ナノロッドの混合物を含有する少なくとも一つの領域を備えた請求項１から８のいずれか
一項に記載の構造体。
【請求項１０】
　それぞれ二組のナノロッドを含有する間隔の空けられた領域の少なくとも一つの対を備
えた請求項１から９のいずれか一項に記載の構造体。
【請求項１１】
　少なくとも一つの軸に沿って間隔を空けて配置された複数の領域のアレイを備え、前記
少なくとも一つの軸に沿って整列した各隣接する二つの領域が、異なる組のナノロッドを
含有する、請求項１から１０のいずれか一項に記載の構造体。
【請求項１２】
　前記ポンピング光の伝播方向軸に沿って間隔の空けられた少なくとも二つの層を備え、
前記光学活性ナノロッドの少なくとも二つの異なる組が、少なくとも二つの異なる波長の
光を放出して、前記少なくとも二つの異なる層内にそれぞれ配置されていて、前記光学活
性構造体のカスケード配置が形成されている、請求項１から１１のいずれか一項に記載の
構造体。
【請求項１３】
　放出光の少なくとも二つの波長のうち相対的に短波長の光を放出するナノロッドが、前
記ポンピング光の伝播方向に対して、相対的に長波長の光を放出するナノロッドの下流に
配置されるように、前記ナノロッドの少なくとも二つの組が前記少なくとも二つの層内に
配置されている、請求項１２に記載の構造体。
【請求項１４】
　前記ナノロッドが少なくとも一つの層内に配置されている、請求項１から１１のいずれ
か一項に記載の構造体。
【請求項１５】
　ナノロッドの埋め込まれた前記キャリアが、１０マイクロメートルから１マイクロメー
トル又はそれ以上の厚さを有する、請求項３に記載の構造体。
【請求項１６】
　前記ナノロッドが基板キャリア上に堆積されている、請求項１又は２に記載の構造体。
【請求項１７】
　前記基板キャリアが、前記ポンピング光及び放出光に対して光学的に透明である、請求
項１６に記載の構造体。
【請求項１８】
　ナノロッドの堆積フィルムが、１０ナノメートルから２マイクロメートル又はそれ以上
の厚さを有する、請求項１６又は１７に記載の構造体。
【請求項１９】
　前記ナノロッドが一種以上の半導体製である、請求項１から１８のいずれか一項に記載
の構造体。
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【請求項２０】
　前記ナノロッドが、少なくとも１．８のアスペクト比の細長の幾何学的形状を有する、
請求項１から１９のいずれか一項に記載の構造体。
【請求項２１】
　前記ナノロッドがコア‐シェル構造を有する、請求項１から２０のいずれか一項に記載
の構造体。
【請求項２２】
　前記ナノロッドが、シーディングされたロッドとして構成されている、請求項１から２
１のいずれか一項に記載の構造体。
【請求項２３】
　前記シーディングされたナノロッドのシードが球形又はロッド状の幾何学的形状を有す
る、請求項２２に記載の構造体。
【請求項２４】
　請求項１から２３のいずれか一項に記載の光学活性構造体と、ポンピング光源とを備え
た照明デバイス。
【請求項２５】
　請求項１から２３のいずれか一項に記載の光学活性構造体と、前記光学活性構造体を励
起するためのポンピング光源と、前記光学活性構造体によって放出される光に晒される画
素配列部とを備えて、カラーディスプレイデバイスとして構成された照明デバイス。
【請求項２６】
　前記光学活性構造体が、バックライトユニットとして動作するように構成されている、
請求項２４又は２５に記載の照明デバイス。
【請求項２７】
　請求項１から２３のいずれか一項に記載の光学活性構造体と、ポンピング光による前記
光学活性構造体のサイドポンピング用に構成されたポンピング光源とを備えて、前記光学
活性構造体が、出力光の一般的な伝播軸に沿って光を放出するように構成されて、前記光
学活性構造体の少なくとも一つの縁が前記ポンピング光に晒されて、前記構造体上に向か
う前記ポンピング光の一般的な伝播方向の軸と前記出力光の一般的な伝播軸が交差軸とな
る、照明デバイス。
【請求項２８】
　第一の一般的伝播方向に沿って放出光を向けるように構成されていて、前記光学活性構
造体に向けて前記ポンピング光の第二の一般的伝播方向を定める前記ポンピング光の光源
を備え、前記第二の方向が、出力光の前記第一の一般的伝播方向によって定められる軸と
交差する軸に沿っている、請求項２４から２７のいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項２９】
　前記光学活性構造体によって放出される光の光路内に配置された少なくとも一つの光偏
向表面を備えた請求項２４から２８のいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項３０】
　前記光学活性構造体によって放出される光の光路内に配置された少なくとも一つの光屈
折表面を備えた請求項２４から２９のいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項３１】
　光学活性ナノロッドの二つの組を備えた光学活性構造体であって、同じ組のナノロッド
が他の組のナノロッドの整列軸に実質的に垂直な整列軸で一様に整列していることによっ
て、直交した偏光が放出される、光学活性構造体。
【請求項３２】
　前記ナノロッドが、少なくとも二つの異なる波長の光を放出するナノロッドを備える、
請求項３１に記載の構造体。
【請求項３３】
　前記ナノロッドの二つの組が、少なくとも二つの間隔の空いた領域内に配置されていて
、各領域が、一つの組のナノロッドを備え、他の組のナノロッドを備えた少なくとも一つ
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の領域に隣接している、請求項３１又は３２に記載の構造体。
【請求項３４】
　ポンピング光に応答して放出される光の波長が互いに異なる光学活性ナノロッドの少な
くとも二つの組を備えた光学活性構造体であって、前記光学活性ナノロッドが、整列軸に
沿って一様に配向された複数のナノロッドを備え、前記ポンピング光に応答して実質的に
偏光した光を放出する、光学活性構造体。
【請求項３５】
　請求項１から２３のいずれか一項に記載の光学活性構造体と、前記光学活性構造体を励
起するためのポンピング光源と、前記光学活性構造体が放出した光に晒される空間光変調
器とを備えたディスプレイデバイス。
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